































となってきました。今回、棟内の ./速度を、 から  に高速化し
ました。あわせて、研究棟内の ./速度も  に増強しました。

 飛騨天文台 	 反射望遠鏡整備
これまで主に行われていた惑星、彗星、太陽の撮像は露光時間が短くてすみましたが、
最近行われるようになった恒星の分光観測には、長時間露光が必要です。そこで、	 
反射望遠鏡の極軸を再調整することにしました。
恒星の日周運動に対する望遠鏡のずれを測定して、極軸の上下・水平方向の調整すべき
量を求めました。それは極軸を   下げ、  西へふるというものでした。架台北側部分
の移動量誤差を  以下にしなければなりませんので、ダイヤルゲイジをみつめな
がら作業は慎重に行われました。この極軸の再調整により、望遠鏡の追尾精度はかなりよ
くなりました。
また、	 反射望遠鏡カセグレン装置の分解掃除とモーターの交換をしました。以前
はセルシンモーターを使っていましたがその入手が不可能となりましたので、ステップ
モーターを組み込みました。このモーターによる副鏡の移動速度は  0です。
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